
９
月
議
会
は
、
９
月
２
日

か
ら
９
月
27
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

岩
井
議
員
は
２
つ
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
第
４
次
総
合

計
画
基
本
構
想
・
前
期
基
本

計
画
に
つ
い
て

７
月
29
日
の
火
災
で
延
焼

し
た
湖
北
小
学
校
体
育
館
の

解
体
・
建
替
え
や
我
孫
子
新

田
地
区
の
改
訂
方
針
、
西
部

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
、
布

佐
・
新
木
間
の
市
民
の
足
を

確
保
す
る
バ
ス
路
線
な
ど
課

題
が
山
済
み
で
、
前
期
基
本

計
画
の
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。
…
前
期
基
本
計
画
の

中
で
進
め
る
。

２
つ
目
は
、
我
孫
子
市
学

区
統
廃
合
・
小
中
一
貫
校
問

題
に
つ
い
て

①
・
統
廃
合
は
、
総
務
省
の

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
と
の
関
係
が
あ
る
か
…

関
係
あ
る
。

・
統
廃
合
の
規
模
の
基
準

は
…
学
級
数
が
基
準
。

②
３
校
一
体
と
な
る
学
校
の

今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
…
今
後
協
議
を
図
る
。

③
教
育
委
員
会
は
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
に
基
づ
き
、

子
ど
も
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
か

た
ち
で
参
加
さ
せ
て
欲
し
い

…
大
人
の
責
任
で
考
え
る
べ

き
、
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
決

ま
っ
た
ら
子
ど
も
に
示
し
た

い
。

④
新
校
舎
予
定
地
（
布
佐
小
）

に
つ
い
て
安
全
の
た
め
に
ボ
ー

リ
ン
グ
を
含
む
徹
底
し
た
調

査
を
…
必
要
に
応
じ
て
調
査

す
る
。

⑤
布
佐
中
・
布
佐
南
小
の
残

る
施
設
の
管
理
・
防
犯
・
防

災
に
つ
い
て
…
今
後
検
討
。

⑥
徒
歩
通
学
が
望
ま
し
い
が
、

遠
距
離
の
場
合
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
通
学
と
な
る
の
か
…
市

の
基
準
で
は
、
徒
歩
通
学
は

小
学
生
は
１
・
５
㎞
以
内
、

中
学
生
は
３
㎞
以
内
。

⑦
今
後
の
統
廃
合
に
つ
い
て

…
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
必
要

な
場
合
は
、
検
討
委
員
会
を

組
織
し
て
進
め
る
。

船
橋
議
員
は
３
つ
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
防
災
・
減
災

に
つ
い
て

①
高
齢
者
や
障
害
者
宅
の
家

具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策
に

つ
い
て
、
転
倒
防
止
事
業
に

補
助
金
を
。
ま
た
転
倒
防
止

事
業
を
市
内
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

や
建
築
組

合
に
委
託

し
て
は
…

補
助
金
制

度
は
考
え
て
い
な
い
。
転
倒

防
止
対
策
は
大
事
な
こ
と
で

あ
り
、
啓
発
を
行
う
こ
と
は

重
要
。
自
分
で
行
う
こ
と
が

困
難
な
方
は
「
高
齢
者
な
ん

で
も
相
談
室
」
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
相
談
す
れ
ば
事
業

者
を
紹
介
し
支
援
す
る
。

②
小
中
学
校
の
教
室
等
の
棚

や
ロ
ッ
カ
ー
等
の
転
倒
防
止

対
策
は
…
学
校
で
は
月
一
回

安
全
点
検
を
行
っ
て
お
り
、

危
険
箇
所
は
速
や
か
に
改
善

に
努
め
て
い
る
。

２
つ
目
は
、
市
内
公
共
施

設
の
階
段
等
危
険
個
所
の
点

検
に
つ
い
て

①
８
月
の
ア
ビ
ス
タ
階
段
で

の
転
落
事
故
に
つ
い
て
…
心

よ
り
お
見
舞
い
と
共
に
一
日

も
早
い
回
復
を
お
祈
り
し
ま

す
。
事
故
を
受
け
て
中
央
階

段
に
屋
外
用
の
ス
リ
ッ
プ
防

止
テ
ー
プ
を
貼
り
、
雨
天
時

に
は
、
入
り
口
付
近
に
足
元

へ
の
注
意
喚
起
を
掲
示
し
足

ふ
き
マ
ッ
ト
と
濡
れ
た
傘
を

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
収
納
す
る
対

策
を
行
う
。

②
市
内
公
共
施
設
の
階
段
の

点
検
を
…
今
後
点
検
を
実
施

す
る
。
降
雨
で
濡
れ
た
時
の

対
策
も
検
討
す
る
。

３
つ
目
は
、
だ
れ
も
が
住

み
良
い
町
へ

我
孫
子
駅
の
「
み
ど
り
の

窓
口
」
の
再
開
を
願
う
…
市

で
は
JR
東
日
本
に
み
ど
り
の

窓
口
廃
止
を
受
け
て
要
望
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
降
減

少
し
た
利
用
者
が
戻
っ
て
い

な
い
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

（
し
ら
か
ば
編
集
部
）
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今
年
８
月
に
は
店
先
か
ら
米
が
消

え
て
い
ま
し
た
▼
現
在
、
店
先
に
米

は
戻
り
ま
し
た
が
５
㎏
入
り
で
３
千

円
以
上
の
高
値
で
売
ら
れ
て
い
ま
す

▼
原
因
は
昨
年
の
高
温
の
影
響
で
米

の
供
給
量
が
減
っ
て
い
た
の
と
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
発
表
後
の

地
震
に
備
え
た
買
い
置
き
等
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
▼
現
在
は
新
米
を
「
先

食
い
」
し
て
供
給
し
て
い
る
状
況
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
来
年
も
同
じ
こ
と
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
い
ま
す

▼
米
の
価
格
の
高
騰
の
直
接
の
原
因

は
１
９
９
０
年
代
、
ア
メ
リ
カ
と
財

界
の
圧
力
で
米
の
輸
入
を
自
由
化
し

「
食
管
法
」
を
廃
止
し
た
こ
と
で
す
。

国
は
米
の
生
産
責
任
を
放
棄
し
市
場

任
せ
の
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
米
の
価
格
が
乱
高
下
す
る
要

因
で
す
▼
ま
た
米
の
生
産
を
減
ら
し

続
け
た
「
減
反
政
策
」
で
米
の
生
産

を
抑
制
し
て
き
ま
し
た
▼
米
の
価
格

が
高
騰
し
て
も
農
家
が
も
う
か
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
60
㎏
あ
た
り

の
概
算
金
は
約
1
万
８
千
円
で
、
２

万
円
で
売
れ
な
い
と
元
が
取
れ
な
い

と
い
い
ま
す
。
肥
料
な
ど
が
高
騰
し

コ
メ
農
家
の
時
給
は
わ
ず
か
10
円
で

離
農
す
る
農
家
が
増
え
て
い
ま
す
▼

国
民
の
主
食
と
農
家
の
暮
ら
し
を
守

る
政
策
を
！

（
Ｔ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９９０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

岩
井
議
員
の
質
問

日本共産党我孫子市議団

のホームページのサイト

は https://jcp-abiko.c

om/ です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

船
橋
議
員
の
質
問

９月議会報告

傍聴記

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生

も
懸
念
さ
れ
て
い
る
昨
今
。

震
災
発
生
時
は
我
孫
子

市
で
も
避
難
所
の
開
設
は

さ
れ
ま
す
が
、
避
難
所
の

収
容
人
数
が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
建
物
倒
壊
な
ど

で
住
居
に
住
め
な
く
な
っ

た
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
マ
ン
シ
ョ
ン

の
住
民
は
避
難
所
に
行
っ

て
も
「
建
物
が
残
っ
て
い

れ
ば
マ
ン
シ
ョ
ン
で
避
難

生
活
を
し
て
く
だ
さ
い
」

と
追
い
返
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
り
、
避
難
所
で
の
物

資
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば

成
人
一
日
一
人
あ
た
り
の

必
要
水
量
は
２
・
５
㍑
。

ま
た
経
済
産
業
省
に
よ
れ

ば
一
人
あ
た
り

35
回
分

（
７
日
分
と
し
て
）
の
非

常
用
ト
イ
レ
の
備
蓄
が
必

要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
非
常
用
ト
イ
レ
は

一
番
重
要
な
防
災
備
品
と

も
い
わ
れ
て
お
り
、
食
べ

物
・
飲
物
と
同
様
に
ト
イ

レ
の
備
蓄
も
大
切
な
の
で

す
。

（
緑

Ｓ
）

我孫子市役所

トイレの備蓄、忘れていませんか？

石
川
・
能
登
豪
雨
災
害
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
へ
の
お
悔
や
み
と
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。



４
１
５
系
１
９
０
０
番
台
が

登
場
し
た
当
時
、
既
に
東
海
道

線
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
２
階

建
て
グ
リ
ー
ン
車
」
は
着
席
定

員
の
向
上
（
従
来
の
２
倍
の
定

員
）
に
貢
献
し
ま
し
た
。

電
車
を
２
階
建
て
に
し
て
、

座
席
が
増
え
て
大
勢
の
乗
客
が

座
っ
て
楽
々
通
勤
で
き
る
「
２

階
建
て
普
通
車
」
と
い
う
新
し

い
発
想
で
登
場
し
た
４
１
５
系

１
９
０
０
番
台
で
し
た
が
、
そ

の
後
は
増
備
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。JR

で
は
元
々
試
作
車
と
し
て

「
と
り
あ
え
ず
１
両
作
っ
て
み

よ
う
」
と
。
ま
た
導
入
に
当
た
っ

て
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
で
の
輸
送
へ

の
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

将
来
導
入
す
る
計
画
の
東
海
道

線
で
な
く
常
磐
線
で
の
試
行
。

そ
れ
も
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時

間
帯
で
も
停
車
駅
が
少
な
い
通

勤
快
速
で
の
使
用
で
し
た
。

下
り
方
面
（
土
浦
・
水
戸
方

面
）
の
先
頭
車
に
し
た
の
も
、

そ
の
位
置
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
選
ん

で
乗
る
人
は
鉄
道
フ
ァ
ン
か
物

好
き
く
ら
い
で
（
筆
者
も
！
）

比
較
的
少
な
い
だ
ろ
う
と
い
う

発
想
か
ら
で
し
た
。

試
行
の
結
果
、
構
造
的
に
も

２
階
建
て
の
普
通
車
は
可
能
で

し
た
が
、
東
海
道
線
で
の
遠
距

離
通
勤
輸
送
で
は
ず
っ
と
立
ち
っ

ぱ
な
し
に
な
る
乗
客
や
、
ド
ア

が
２
つ
の
車
両
は
乗
降
時
間
が

か
か
り
遅
延
の
原
因
と
な
る
た

め
、
最
終
的
に
通
勤
輸
送
用
の

車
両
に
２
階
建
て
の
普
通
車
を

導
入
す
る
の
は
無
理
と
の
結
論

に
な
り
ま
し
た
。

乗
り
降
り
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
で
は

致
命
的
で
す
。
し
か
し
特
急
料

金
不
要
で
定
員
制
の
通
勤
ラ
イ

ナ
ー
等
に
は
有
効
で
あ
る
と
判

断
し
て
、
後
に
オ
ー
ル
２
階
建

て
10
両
編
成
の
２
１
５
系
が
東

海
道
線
に
登
場
し
ま
し
た
。

1
両
だ
け
の
製
造
と
な
っ
た

４
１
５
系
１
９
０
０
番
台
は
２

０
０
５
年
７
月
の
常
磐
線
ダ
イ

ヤ
改
正
で
定
期
運
用
か
ら
離
脱
。

そ
し
て
翌
年
廃
車
・
解
体
さ
れ

ま
し
た
。
登
場
か
ら
わ
ず
か
15

年
の
短
い
生
涯
で
し
た
。

（
緑

竹
内
）
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行
き
詰
ま
っ
て
政
権
を
投
げ

出
し
た
岸
田
首
相
に
代
わ
り
石

破
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
石
破
氏
は
裏
金
、

統
一
教
会
問
題
の
再
調
査
を
否

定
し
、
経
済
問
題
で
も
打
開
策

を
示
せ
ま
せ
ん
。
タ
カ
派
・
改

憲
論
者
で
知
ら
れ
る
石
破
氏
は
、

ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
「
核
共

有
」
を
掲
げ
、
軍
事
同
盟
強
化

と
大
軍
拡
、
９
条
改
憲
と
危
険

な
方
針
を
公
言
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
維
新
の
会
、
国
民
民

主
党
な
ど
の
補
完
勢
力
は
、
日

米
軍
事
同
盟
強
化
、
大
軍
拡
、

改
憲
の
旗
を
振
り
、
自
民
党
政

治
を
促
進
し
、
「
改
革
」
の
名

の
ご
ま
か
し
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

こ
う
し
た
政
治
状
況
の
も
と

で
、
財
界
・
大
企
業
の
利
益
最

優
先
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
・

日
米
軍
事
同
盟
絶
対
の
自
民
党

政
治
の
ゆ
が
み
を
大
本
か
ら
変

え
る
大
改
革
を
進
め
る
日
本
共

産
党
の
先
駆
的
立
場
が
際
立
ち

ま
す
。

日
本
共
産
党
の
躍
進
は
、
腐

敗
政
治
を
一
掃
し
、
政
治
に
信

頼
を
取
り
戻
す
も
っ
と
も
確
か

な
力
と
な
り
ま
す
。

裏
金
問
題
で
自
民
党
を
窮
地

に
追
い
詰
め
た
の
は
、
日
本
共

産
党
と
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
で

す
。
ま
た
企
業
・
団
体
献
金
の

禁
止
を
一
貫
し
て
主
張
し
、
実

践
し
て
き
た
党
で
す
。

日
本
共
産
党
の
躍
進
は
、
大

企
業
・
大
金
持
ち
優
遇
か
ら
、

暮
ら
し
優
先
へ
と
政
治
を
変
え

る
最
良
の
保
障
で
す
。

貧
富
の
格
差
拡
大
は
自
民
党

政
治
に
よ
る
「
人
災
」
で
す
。

暮
ら
し
優
先
で
包
括
的
な
政
策

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、

日
本
共
産
党
だ
け
で
す
。

日
本
共
産
党
の
躍
進
は
、
日

米
軍
事
同
盟
絶
対
の
戦
争
国
家

づ
く
り
を
止
め
、
憲
法
９
条
を

生
か
し
た
外
交
の
力
で
平
和
を

つ
く
る
一
番
の
力
で
す
。

「
日
米
同
盟
」
の
４
文
字
が
唱

え
ら
れ
る
と
思
考
停
止
に
陥
っ

て
し
ま
う
政
治
が
蔓
延
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
よ
い
の
か
、
日

本
共
産
党
は
軍
事
同
盟
に
た
よ

ら
ず
、
外
交
で
平
和
を
つ
く
る

活
動
に
力
を
そ
そ
い
で
き
ま
し

た
。日

本
共
産
党
の
躍
進
は
、
気

象
危
機
か
ら
人
類
の
生
存
を
守

り
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
上
で
も
、
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。

「
原
発
は
す
み
や
か
に
ゼ
ロ
」

「
石
炭
火
力
は
30
年
ま
で
に
ゼ

ロ
」
こ
れ
が
日
本
共
産
党
の
政

策
で
す
。
電
力
業
界
や
財
界
か

ら
の
企
業
・
団
体
献
金
と
は
無

縁
の
党
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
で

す
。総

選
挙
の
公
示
は
15
日
、
投

票
日
は
27
日
と
な
り
ま
す
。

小
選
挙
区
で
は
千
葉
13
区
で

「
柏
崎
す
え
と
」
さ
ん
が
予
定

候
補
者
と
な
り
ま
し
た
。

比
例
と
と
も
に
日
本
共
産
党

の
躍
進
を
！（

し
ら
か
ば
編
集
部
）

田村智子委員長

自
民
党
政
治
の
行
き
詰

ま
り
と
日
本
共
産
党

腐
敗
政
治
の
一
掃
を

大
企
業
・
大
金
持
ち
優

遇
か
ら
暮
ら
し
優
先
へ

外
交
の
力
で
平
和
を

気
候
危
機
か
ら
人
類
の

生
存
を
守
る
政
治
へ

日
本
共
産
党
の
躍
進
を

２０２４

沖
縄
の
悲
劇
永
久
に
わ
す
れ
な
い

校
庭
が
火
葬
場
に
な
る
原
爆
屍

危
険
で
す
日
米
安
保
の
現
在
地

ア
メ
リ
カ
の
敷
い
た
路
線
に
乗
る
阿
呆

安
保
三
文
書
が
戦
争
参
加
急
き
立
て
る

２５
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「
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
」

若
松
・
高
橋
祥
子

４１５系１９００番台

東海道線２１５系


